
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】インテリジェント機能の一つとして健康状態を

解析する機能を具備する家庭用ロボットを提供する。

【解決手段】インテリジェント機能の一つとして生体情

報取得手段を具備する。生体情報取得手段は、脈波、脈

拍、血圧、皮膚温度、動脈血酸素飽和度、体脂肪率等が

あるが、音声認識を使用した問診による性別、年齢、体

重、身長をパラメータとして生活指導の為の健康度を推

論することが出来る。生体情報をコンピュータ解析する

方法としては、例えば指尖センサーから入力される脈波

を２階乗微分して得られる加速度脈波は変化を明確に出

来る特徴があり、更に前記の加速度脈波をカオス解析し

てパターン化すれば、より自律神経系の優位さ、疲労度

、ストレス度、健康状態の把握や疾病状態などの傾向が

コンピュータによって推論しやすくなる。また生体情報

の一つとして動脈血の酸素飽和度を測定すれば、更に健

康状態の推論をする上で精度が高くなる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
生 体 情 報 取 得 手 段 を 具 備 し た ロ ボ ッ ト に お い て 、 在 宅 健 康 管 理 を 実 施 す る た め 前 記 生 体 情
報 を 通 信 、 記 録 、 再 生 、 比 較 、 統 計 、 表 示 機 能 を 備 え た こ と を 特 徴 と し た ロ ボ ッ ト に 関 す
る も の で あ る 。
【 請 求 項 ２ 】
音 声 認 識 な ら び に 音 声 合 成 を 具 備 し た ロ ボ ッ ト で あ っ て 、 音 声 認 識 で 生 体 情 報 取 得 開 始 、
終 了 動 作 を 操 作 す る こ と や 音 声 合 成 で 各 種 操 作 に 関 す る 事 項 を ナ ビ ゲ ー シ ョ ン す る こ と が
可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ． の ロ ボ ッ ト で あ る 。
【 請 求 項 ３ 】
ネ ッ ト ワ ー ク と 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 さ れ 、 在 宅 健 康 管 理 を 実 施 す る た め の 生 体 情 報 を
生 成 し て 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク に 送 信 す る サ ー バ 装 置 と 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 さ れ 、 前 記
サ ー バ 装 置 か ら 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 送 ら れ て く る 前 記 在 宅 健 康 管 理 情 報 に 基 づ い て
生 活 指 導 を 表 示 ま た は 音 声 合 成 で 知 ら せ る ク ラ イ ア ン ト 装 置 、 と を 備 え た 請 求 項 １ ． の ロ
ボ ッ ト と ロ ボ ッ ト シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
【 請 求 項 ４ 】
取 得 可 能 な 複 数 の 生 体 取 得 情 報 と し て は 、 問 診 、 血 圧 、 脈 波 、 性 別 、 体 重 、 疲 労 度 、 ス ト
レ ス 度 、 年 齢 、 心 拍 数 、 心 電 計 、 体 脂 肪 率 、 動 脈 血 酸 素 飽 和 度 が あ り こ れ ら を 適 宜 取 得 手
段 か ら 通 信 手 段 に よ っ て ロ ボ ッ ト 内 の 記 憶 回 路 に 収 集 す る こ と が で き る 請 求 項 １ ． の ロ ボ
ッ ト に 関 す る も の で あ る 。
【 請 求 項 ５ 】
カ メ ラ を 具 備 し て 画 像 を 伝 送 す る こ と が 可 能 で あ る 請 求 項 １ ． の ロ ボ ッ ト で あ る 。
【 請 求 項 ６ 】
画 像 な ら び に 情 報 を 表 示 す る た め の 表 示 装 置 を 具 備 し て お り 、 生 体 情 報 や 在 宅 健 康 管 理 情
報 を 表 示 す る こ と が 可 能 な 請 求 項 １ ． の ロ ボ ッ ト で あ る 。
【 請 求 項 ７ 】
生 体 情 報 、 画 像 、 操 作 信 号 を 携 帯 電 話 、 Ｐ Ｈ Ｓ や 携 帯 端 末 に 通 信 手 段 を 介 し て 送 受 信 す る
た め の イ ン タ フ ェ ー ス を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ． の ロ ボ ッ ト に 関 す る も の で
あ る 。
【 請 求 項 ８ 】
Ｇ Ｐ Ｓ 装 置 を 具 備 し 、 移 動 距 離 及 び 現 在 位 置 を 表 示 す る だ け で な く 、 目 的 位 置 ま で 移 動 す
る 際 に は 、 Ｇ Ｐ Ｓ 装 置 の 位 置 信 号 を フ ィ ー ド バ ッ ク す る 事 に よ っ て 、 移 動 制 御 す る 事 を 特
徴 と し た 請 求 項 １ ． の ロ ボ ッ ト で あ る 。
【 請 求 項 ９ 】
複 数 の 自 由 度 を 有 す る 腕 機 構 あ る い は 脚 機 構 ま た は 車 輪 な ど の 移 動 機 構 を 具 備 し て 、 腕 機
構 で 物 を 掴 む 動 作 を 実 施 、 脚 機 構 で 歩 行 又 は 移 動 動 作 が 実 施 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ． の ロ ボ ッ ト で あ る 。
【 請 求 項 １ ０ 】
生 体 情 報 に お け る 脈 波 を 測 定 す る 機 能 を 具 備 す る だ け で な く 、 脈 波 デ ー タ を ２ 回 微 分 し て
得 ら れ る 加 速 度 脈 波 ま た は カ オ ス 理 論 か ら 健 康 状 態 の 良 否 を 推 論 で き る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ． の 在 宅 健 康 管 理 を 実 施 可 能 な ロ ボ ッ ト で あ る 。
【 請 求 項 １ １ 】
生 体 情 報 と し て 血 圧 、 脈 拍 を 測 定 す る 機 能 を 具 備 し た 請 求 項 １ ． の 在 宅 健 康 管 理 を 実 施 可
能 な ロ ボ ッ ト で あ る 。
【 請 求 項 １ ２ 】
生 体 情 報 と し て 皮 膚 温 度 、 血 流 を 測 定 す る 機 能 を 具 備 し た 請 求 項 １ ． の 在 宅 健 康 管 理 を 実
施 可 能 な ロ ボ ッ ト で あ る 。
【 請 求 項 １ ３ 】
生 活 指 導 の た め の 問 診 を 音 声 認 識 、 音 声 合 成 、 な ら び に 前 記 、 問 診 を 表 示 装 置 で 表 示 し て
実 施 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ． の 在 宅 健 康 管 理 を 実 施 可 能 な ロ ボ ッ ト で あ る
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。
【 請 求 項 １ ４ 】
通 信 手 段 を 備 え て 、 取 得 し た 生 体 情 報 の 異 常 を 予 め 設 定 し た 特 定 者 に 連 絡 す る こ と が 出 来
る こ と を 特 徴 と す る 在 宅 健 康 管 理 を 実 施 可 能 な ロ ボ ッ ト で あ る 。
【 請 求 項 １ ５ 】
音 声 認 識 と 音 声 合 成 に よ っ て 、 日 常 会 話 が 実 施 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ ． の
ロ ボ ッ ト で あ る 。
【 請 求 項 １ ６ 】
携 帯 端 末 を 使 用 し て 演 算 処 理 装 置 ・ 制 御 装 置 あ る い は 表 示 、 入 出 力 装 置 と す る こ と が 可 能
で あ る こ と を 特 徴 と し た ロ ボ ッ ト で あ る 。
【 請 求 項 １ ７ 】
予 め 設 定 さ れ た 時 間 に 生 体 情 報 取 得 が 実 施 可 能 に プ ロ グ ラ ム 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と し た
在 宅 健 康 管 理 を 実 施 可 能 な ロ ボ ッ ト で あ る 。
【 請 求 項 １ ８ 】
生 体 情 報 を 取 得 す る 際 に は ロ ボ ッ ト が 自 ら 移 動 し て 、 被 験 者 の 近 く ま で 移 動 す る こ と を 特
徴 と し た 請 求 項 １ ． の 在 宅 健 康 管 理 を 実 施 可 能 な ロ ボ ッ ト で あ る 。
【 請 求 項 １ ９ 】
生 体 情 報 取 得 や 生 体 情 報 の 出 力 結 果 な ら び に ロ ボ ッ ト 操 作 を 音 声 合 成 や 表 示 装 置 で ナ ビ ゲ
ー シ ョ ン が 出 来 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ． の ロ ボ ッ ト に 関 す る も の で あ る 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
画 像 取 得 手 段 に よ っ て 生 体 情 報 取 得 時 に 被 験 者 の 顔 画 像 を 記 録 ・ 保 存 し て バ イ タ ル デ ー タ
表 示 ・ 出 力 時 に 顔 画 像 認 証 を 実 施 し て 生 体 情 報 が 第 三 者 に 対 し て 秘 匿 性 を 有 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ． に 関 す る 家 庭 用 ロ ボ ッ ト で あ る 。
【 請 求 項 ２ １ 】
生 体 情 報 取 得 時 に 音 声 認 識 で 声 紋 を 記 録 ・ 保 存 し て 、 生 体 情 報 表 示 ・ 出 力 時 に 前 記 音 声 認
識 の 声 紋 で 個 人 認 証 を 実 施 し て 、 生 体 情 報 が 第 三 者 に 対 し て 秘 匿 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ． の 在 宅 健 康 管 理 を 実 施 可 能 な ロ ボ ッ ト に 関 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 産 業 上 の 利 用 分 野 】
在 宅 健 康 管 理 と し て の 生 体 情 報 の 取 得 や 結 果 の 表 示 な ど 被 験 者 を 探 し て ロ ボ ッ ト 自 ら が 移
動 す る な ど し て 、 被 験 者 に 健 康 管 理 を 実 施 す る 旨 表 示 ま た は 音 声 合 成 で ナ ビ ゲ ー シ ョ ン し
て 、 予 め プ ロ グ ラ ム す る か 、 通 信 手 段 で 命 令 さ れ た 、 取 得 す る べ き 複 数 の 生 体 情 報 を 測 定
す る こ と が 可 能 な 、 ロ ボ ッ ト に よ る 在 宅 管 理 シ ス テ ム で あ る 。 生 体 情 報 を 取 得 す る 際 に は
、 ロ ボ ッ ト 自 身 が 、 表 示 装 置 に 操 作 方 法 な ど を 適 切 に 表 示 あ る い は 、 音 声 合 成 技 術 で 被 験
者 に ア ド バ イ ス す る こ と が 出 来 る 。 該 被 験 者 は 、 ロ ボ ッ ト の ア ド バ イ ス に 従 っ て 問 診 を 受
け る と 共 に 、 複 数 の バ イ タ ル サ イ ン を 取 得 す る こ と が 可 能 で あ る 。 該 ロ ボ ッ ト は 、 音 声 認
識 と 音 声 合 成 で 実 施 す る 問 診 に 対 し て 、 該 被 験 者 の 回 答 な ら び に 複 数 取 得 し た 生 体 情 報 を
該 被 験 者 バ イ タ ル デ ー タ と し て 記 憶 保 存 や 通 信 手 段 に よ っ て 外 部 に 通 信 す る 機 能 を 具 備 し
て い る 。 ま た ロ ボ ッ ト は 、 在 宅 健 康 管 理 を 実 施 す る だ け で な く 、 生 活 支 援 と し て の 、 例 え
ば 、 防 犯 、 火 災 検 出 、 音 声 伝 言 、 留 守 番 、 家 電 製 品 の 操 作 、 ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 、 電 話 機 能
、 電 子 メ ー ル 送 受 信 、 日 常 会 話 な ど を 実 施 が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と し た 家 庭 用 ロ ボ ッ ト
で あ っ て も よ い 。
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 家 庭 用 に 開 発 さ れ た ロ ボ ッ ト と し て は 、 移 動 機 構 の 有 無 に 問 わ ず 、 防 犯 、 ア ミ ュ ー
ズ メ ン ト 、 会 話 を 目 的 と し て い る 。 こ の 様 な 家 庭 用 と し て 開 発 さ れ た ロ ボ ッ ト は 、 ロ ボ ッ
ト ブ ー ム の 中 に あ っ て ペ ッ ト 的 な 対 応 商 品 で あ っ て 、 本 当 に 消 費 者 に と っ て 必 要 な ア イ テ
ム と 言 え る 存 在 か ど う か 疑 わ し い も の で あ る 。 ま た 来 る 高 齢 社 会 に お け る 在 宅 健 康 管 理 を
主 機 能 と し て 生 体 情 報 を 取 得 し て 、 病 気 予 防 的 健 康 維 持 管 理 機 能 を 具 備 し た 家 庭 用 ロ ボ ッ
ト は 、 未 だ 無 い の で あ る 。
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 問 題 点 】
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昨 今 で は 健 康 保 険 組 合 が 破 綻 し て 、 医 療 費 負 担 が ３ 割 に な っ た こ と で 、 我 々 国 民 も 健 康 に
対 す る 意 識 が 変 わ り つ つ あ る 。 例 え ば 最 近 の 健 康 志 向 ブ ー ム が そ の 最 た る も の で あ ろ う 。
意 識 の 変 化 と し て は 、 病 気 予 防 の 健 康 維 持 が あ る 。 つ ま り 日 常 生 活 で 出 来 る だ け 健 康 状 態
を 維 持 す る こ と で 、 免 疫 機 能 を 高 め る な ど し て 、 病 気 に な り 難 い 身 体 を 維 持 す る こ と で あ
る 。 今 後 は 、 来 る 超 高 齢 化 社 会 に 於 い て 、 よ り 一 層 、 健 康 に 対 す る 意 識 が 高 ま る と 予 想 さ
れ る も の と 考 え ら れ る 。 生 活 支 援 の 家 庭 用 ロ ボ ッ ト と 共 に 当 該 在 宅 健 康 管 理 機 器 の 必 要 性
が 高 齢 者 介 護 機 器 と 同 様 に 増 え る 事 が 予 想 さ れ る 。 し た が っ て 、 家 庭 用 ロ ボ ッ ト に 生 体 情
報 取 得 機 能 を 具 備 さ せ て 、 健 康 管 理 に 応 用 さ せ る こ と は 、 将 来 的 に 重 要 な コ ン セ プ ト で あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
住 宅 メ ー カ と 家 電 業 界 が 開 発 し て い る 健 康 機 器 と し て 、 例 え ば 便 器 に 尿 の 成 分 を 分 析 す る
セ ン サ ー を 組 み 込 ん だ 製 品 が 既 に 開 発 さ れ て い る 。 本 セ ン サ ー 機 能 付 き 便 器 で 得 ら れ る 生
体 情 報 は 、 家 庭 内 ネ ッ ト ワ ー ク 対 応 が 一 般 的 で あ る 。 こ の こ と か ら 、 家 庭 用 で 使 用 さ れ る
で あ ろ う 家 庭 用 ロ ボ ッ ト に 上 述 し た セ ン サ ー 機 能 付 き 便 器 か ら の 生 体 情 報 を 無 線 Ｌ Ａ Ｎ で
転 送 す れ ば 、 ロ ボ ッ ト が 家 庭 内 に お け る 全 て の 被 験 者 バ イ タ ル デ ー タ を 管 理 す る こ と が 可
能 と な る 。 た だ 家 庭 内 で 複 数 の 被 験 者 を 管 理 す る の で 、 そ れ ぞ れ の 被 験 者 の 認 証 を Ｉ Ｄ 番
号 や 指 紋 ・ 顔 画 像 認 証 な ど で 管 理 す る 必 要 が あ る の は 言 う ま で も な い 。 最 近 の 家 電 製 品 は
、 家 庭 内 ネ ッ ト ワ ー ク 対 応 と な っ て き て お り 、 将 来 的 に は 全 て の 家 電 製 品 が 家 庭 ネ ッ ト ワ
ー ク で 接 続 さ れ る 時 代 に な る は ず で あ る 。 家 庭 内 の ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム は 、 伝 送 距 離 が
短 い こ と も あ っ て 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ も 十 分 そ の 機 能 を 果 た す こ と が 可 能 で あ る 。 生 体 情 報 取 得
で は 、 脈 波 、 脈 拍 、 血 圧 、 皮 膚 温 度 、 心 電 図 、 動 脈 血 酸 素 飽 和 度 な ど が あ る が 、 性 別 、 年
齢 、 体 重 、 問 診 に よ る 項 目 、 体 脂 肪 率 、 身 長 、 尿 成 分 が 測 定 可 能 な ら ば さ ら に 精 度 良 く 健
康 状 態 を 推 論 す る こ と が 出 来 る よ う に な る 。 生 活 支 援 と し て は 、 就 寝 中 や 留 守 時 の 防 犯 対
策 あ る い は 火 災 検 出 な ど が あ る 。 さ ら に 電 子 メ ー ル の 送 受 信 、 降 雨 時 の 連 絡 、 ガ ス 漏 れ 、
そ の 他 の 異 常 事 態 を 早 急 に 検 出 で き る 機 能 を 付 加 す れ ば よ い 。 ま た 家 庭 内 オ ー ト メ ー シ ョ
ン 機 能 と し て 、 冷 暖 房 設 備 や テ レ ビ の Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ 、 風 呂 の 自 動 運 転 、 さ ら に は カ ー テ ン
を 自 動 的 に 閉 め た り 開 け た り す る 機 能 だ け で な く 、 ペ ッ ト に 餌 を 上 げ る 機 械 を 操 作 す る の
に 該 家 庭 用 ロ ボ ッ ト を 介 し て 操 作 が 可 能 で あ る と 便 利 で あ る 。 該 家 庭 用 ロ ボ ッ ト を 介 し て
、 上 述 し た 各 家 庭 内 ネ ッ ト ワ ー ク あ る い は 家 庭 オ ー ト メ ー シ ョ ン 機 能 を 働 か せ る に は 、 操
作 ボ タ ン を 押 す の で は な く 、 該 家 庭 用 ロ ボ ッ ト に 具 備 し た 図 １ 及 び 図 ２ 音 声 認 識 機 能 と 音
声 合 成 に よ る 操 作 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 機 能 が 有 効 で あ る 。 ま た 遠 隔 操 作 に よ っ て 、 該 家 庭 用 ロ
ボ ッ ト を 操 作 す る と き に は 、 携 帯 電 話 、 Ｐ Ｈ Ｓ や 携 帯 端 末 か ら 操 作 信 号 に よ っ て 図 ６ 家 庭
内 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 実 施 す る と 良 い 。 生 体 情 報 と し て の 脈 波 、 脈 拍 、 血 圧 、 皮 膚 温 度
は 、 被 験 者 の 末 梢 部 位 で 測 定 す る の が 適 切 で あ っ て 、 抹 消 部 位 は 、 耳 た ぶ ま た は 指 で よ い
が 、 バ イ タ ル デ ー タ の 精 度 を 高 め る た め に は 、 図 ８ の よ う な 指 尖 が 望 ま し い 。 通 常 の 生 体
情 報 取 得 は 、 図 ５ の 手 順 で 実 施 す る と よ い 。 そ の 生 体 情 報 の 脈 波 は 、 指 尖 皮 膚 上 か ら 赤 外
光 を 照 射 し て 血 液 中 の ヘ モ グ ロ ビ ン に よ っ て 吸 収 、 反 射 す る 光 成 分 を 受 光 素 子 で 捉 え て 電
気 信 号 に 変 換 す る の が 一 般 的 で 都 合 が よ い 。 血 圧 、 脈 拍 は 、 圧 力 波 と し て 圧 力 セ ン サ ー で
測 定 可 能 で あ る 。 皮 膚 温 度 は 、 指 の 接 触 す る 部 分 に 温 度 に よ っ て 抵 抗 値 が 変 化 す る サ ー ミ
ス タ を 設 け て お き 、 前 記 抵 抗 値 の 変 化 か ら 皮 膚 温 度 が 推 論 出 来 る 。 動 脈 血 酸 素 飽 和 度 の 測
定 原 理 は 、 血 液 中 の ヘ モ グ ロ ビ ン の 酸 化 ・ 還 元 に よ っ て 、 酸 素 が 運 ば れ て い る と 考 え る の
で あ る 。 つ ま り 酸 化 す る と 赤 色 光 の 吸 収 が 減 少 し て 、 赤 外 光 の 吸 収 が 増 え る の で 、 ヘ モ グ
ロ ビ ン の 光 学 的 特 性 変 化 を 脈 波 で 測 定 す る の と 同 一 の セ ン サ ー で 実 施 す る こ と が 可 能 で あ
る 。 ま た 通 常 該 生 体 情 報 は 、 計 測 時 間 と し て ２ ０ ～ ３ ０ 秒 く ら い 必 要 で あ る が 、 バ イ タ ル
デ ー タ 処 理 は バ ッ チ 処 理 で 実 施 す る の で 安 価 な マ イ ク ロ チ ッ プ で 十 分 な 演 算 を 実 施 可 能 で
あ る 。 生 体 情 報 取 得 機 能 付 き 家 庭 用 ロ ボ ッ ト に は 、 外 部 に 通 信 す る 手 段 と し て 無 線 Ｌ Ａ Ｎ
の 他 に 携 帯 電 話 や Ｐ Ｈ Ｓ な ど 公 衆 の 通 信 回 線 を 利 用 し て も 良 い 。
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
生 体 情 報 と し て 脈 波 を 取 得 し て バ イ タ ル デ ー タ と す る 場 合 に は 、 図 ３ に 表 す よ う に 該 脈 波
の 波 形 変 化 が あ ま り 無 く 単 純 形 で あ っ て 、 コ ン ピ ュ ー タ で 解 析 し て も 正 確 な 健 康 診 断 が 実
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施 し 難 い 。 し た が っ て 脈 波 を ２ 階 乗 微 分 し て 、 図 ４ の 加 速 度 脈 波 （ Ａ Ｐ Ｇ ） と す る こ と で
波 形 の 変 化 を 大 き く し て 、 コ ン ピ ュ ー タ で の 健 康 診 断 が 実 施 し や す く な る の で あ る 。 脈 波
を 指 尖 で 測 定 す る 意 味 と し て 、 心 臓 か ら 吐 出 さ れ る 血 流 は 、 指 尖 の 末 梢 に 伝 達 さ れ る と 、
心 拍 動 、 血 行 動 態 、 細 動 脈 系 の 性 状 変 化 な ど 生 理 的 条 件 の 影 響 を 多 分 に 受 け て 波 形 に 反 映
さ れ る の で あ る 。 生 体 情 報 と し て の 脈 波 を 図 ３ の 波 形 で 示 し て い る 。 さ ら に 図 ４ は 加 速 度
脈 波 を 示 す も の で あ る 。 加 速 度 脈 波 は 、 Ａ ， Ｂ ， Ｃ ， Ｄ ， Ｅ 、 の 五 つ の 要 素 波 で 成 っ て い
お り 、 前 記 要 素 波 は 、 心 臓 収 縮 期 の 波 で あ る 。 加 速 度 脈 波 に お け る 頂 点 Ａ は 、 指 尖 容 積 脈
波 （ Ｄ Ｐ Ｇ ） の 収 縮 波 で の 最 初 の 立 ち 上 り 点 と 一 致 し て 、 頂 点 Ｅ は 、 指 尖 容 積 脈 波 拡 張 期
波 の 始 ま り と 一 致 す る の で あ る 。 し た が っ て 、 頂 点 Ａ か ら 頂 点 Ｅ ま で の 所 要 時 間 は 、 心 臓
の 収 縮 時 間 軸 長 さ と 一 致 す る よ う に な る 。 図 ４ の 加 速 度 脈 波 に お け る 頂 点 Ａ は 、 プ ラ ス 側
に お け る 陽 性 波 で あ り 、 頂 点 Ｂ は 、 マ イ ナ ス 側 に お け る 陰 性 波 で あ る 。 次 に 頂 点 Ｃ 、 Ｄ ，
Ｅ 波 は 、 そ れ ぞ れ 生 理 状 態 に よ っ て プ ラ ス 側 に な っ た り 、 マ イ ナ ス 側 に 成 っ た り す る 変 化
す る 波 で あ る 。 こ れ ま で に 判 明 し て い る 事 項 に 、 被 験 者 が 緊 張 状 態 に あ る 場 合 に は 、 心 拍
数 が 増 加 し て 、 指 尖 血 流 は 減 少 す る 傾 向 に あ っ て 、 頂 点 Ｂ 波 は 小 さ く な っ て 、 逆 に 頂 点 Ｄ
波 は 大 き く な る よ う で あ る 。 波 形 の 解 析 上 で は 、 Ｂ ／ Ａ が 増 加 し て 、 Ｄ ／ Ａ が 減 少 す る か
を 見 る こ と に な る 。 一 般 的 に 緊 張 状 態 に お い て は 、 自 律 神 経 系 の 交 感 神 経 が 優 位 に な る 現
象 で あ る 。
ま た 、 動 脈 血 酸 素 飽 和 度 は 、 波 長 の 違 う 赤 外 光 と 赤 色 光 を 指 尖 に 照 射 し て か ら 受 光 部 で 該
光 を 電 気 信 号 に 変 換 す る 。 つ ま り 該 測 定 原 理 と し て は 、 血 液 中 の ヘ モ グ ロ ビ ン の 酸 素 は 、
血 液 が 酸 化 ・ 還 元 作 用 に よ っ て 行 わ れ る の で 、 赤 外 光 の 吸 収 が 減 少 し 赤 色 光 の 吸 収 が 増 加
す る な ら ば 、 還 元 さ れ る 。 そ の 逆 に 赤 外 光 の 吸 収 が 増 加 し 赤 色 光 の 吸 収 が 減 少 す る な ら ば
、 酸 化 し て い る の で あ る 。 　 通 常 、 健 康 体 の 動 脈 血 酸 素 飽 和 度 は 、 ９ ５ ～ １ ０ ０ と 言 わ れ
て い る 。 こ の よ う に 生 体 情 報 と し て の 加 速 度 脈 波 に お け る 波 形 の 状 態 と 脈 拍 、 動 脈 血 酸 素
飽 和 度 な ど 他 の 関 連 す る バ イ タ ル サ イ ン と を 併 用 し て 、 コ ン ピ ュ ー タ で 解 析 す る と 、 被 験
者 の 健 康 状 態 を 精 度 良 く 推 論 す る こ と が 可 能 に な る 。 し た が っ て 、 在 宅 健 康 管 理 シ ス テ ム
の プ ロ グ ラ ム で は 、 血 圧 、 尿 成 分 、 皮 膚 温 度 な ど に 異 常 が 見 ら れ な い 場 合 で も 加 速 度 脈 波
ま た は 動 脈 血 酸 素 飽 和 度 に 何 ら か の 異 常 現 象 が 現 れ た 場 合 に は 、 不 安 定 状 態 で あ る と 図 ６
表 示 装 置 や 図 ２ 音 声 合 成 に て 出 力 さ れ て 、 被 験 者 に 注 意 を 促 す よ う に 出 来 る の で あ る 。 こ
れ ら は 図 ７ に 示 す よ う に 自 動 的 に コ ン ピ ュ ー タ で 処 理 さ れ て 実 行 さ れ る シ ス テ ム に な っ て
い る 。 さ ら に 該 バ イ タ ル デ ー タ と し て 、 予 め 提 携 ま た は 登 録 し た 医 療 機 関 に 通 信 手 段 で 転
送 さ れ て 、 定 期 的 に 医 療 機 関 か ら 生 活 指 導 が 受 け ら れ る よ う に し て も 良 い 。 な お 、 動 脈 血
酸 素 飽 和 度 の 測 定 原 理 は 、 一 例 で あ っ て 該 方 法 以 外 で も 実 施 可 能 で あ る こ と は 、 言 う ま で
も な い 。 し た が っ て 、 該 シ ス テ ム は 、 家 庭 用 ロ ボ ッ ト を 使 用 し た 在 宅 健 康 管 理 の ビ ジ ネ ス
モ デ ル と し て 成 立 し て い る と 言 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
来 る 超 高 齢 化 社 会 や ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ を 持 つ 人 々 に 対 し て 在 宅 健 康 管 理 が 家 庭 で 気 軽 に 実
施 で き る 機 能 以 外 に 、 当 該 ロ ボ ッ ト を ア ミ ュ ー ズ メ ン ト ロ ボ ッ ト と し て 会 話 を 楽 し む な ど
、 ペ ッ ト と し て 扱 う こ と が 出 来 る 。 ま た 、 身 近 な 生 活 支 援 用 の ロ ボ ッ ト と し て 家 電 製 品 を
音 声 認 識 で コ ン ト ロ ー ル す る こ と も 可 能 で あ る よ う な 夢 の よ う な 生 活 が 実 現 で き る の で あ
る 。 該 ロ ボ ッ ト に は 、 表 示 装 置 を 具 備 し て お り 電 子 メ ー ル の 受 信 、 あ る い は デ ジ タ ル カ メ
ラ 、 Ｄ Ｖ Ｄ の 表 示 装 置 と し て 使 用 す る こ と が 出 来 る 。 ま た 定 期 的 に 該 家 庭 用 ロ ボ ッ ト に 記
憶 し た 生 体 情 報 を 医 療 関 係 に 転 送 し て 、 医 者 な ど に 生 活 指 導 や 診 断 行 為 を 実 施 し て 貰 う こ
と が 可 能 と な る 。 生 体 情 報 を 定 期 的 に 継 続 し て 取 得 し て 記 憶 ・ 保 存 す る た め 、 長 期 間 に お
け る 被 験 者 の 健 康 状 態 で の バ イ タ ル デ ー タ を 統 計 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 万
一 病 気 等 に よ っ て 病 院 の 医 師 に 診 察 を 受 け る 場 合 に は 、 記 憶 ・ 保 存 し た 生 体 情 報 を 出 力 し
て 持 参 す る こ と が 出 来 る ほ か 、 通 信 手 段 で 直 接 、 病 院 に 送 付 す る こ と が 可 能 な 在 宅 健 康 管
理 機 能 を 具 備 し た 家 庭 用 ロ ボ ッ ト と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 　 １ 】 音 声 認 識 ・ 音 声 合 成 ・ 認 識 制 御 出 力 ・ ブ ロ ッ ク 図
【 図 　 ２ 】 音 声 認 識 で の ロ ボ ッ ト 制 御 回 路 説 明
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【 図 　 ３ 】 脈 波 の 波 形
【 図 　 ４ 】 加 速 度 脈 波 の 基 本 波 形 （ 脈 波 を ２ 階 乗 微 分 ）
【 図 　 ５ 】 生 体 情 報 取 得 手 段 と 家 庭 用 ロ ボ ッ ト の 制 御 フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で あ る 。
【 図 　 ６ 】 在 宅 健 康 管 理 機 能 を 具 備 し た 家 庭 用 ロ ボ ッ ト 説 明 図 で あ る 。
【 図 　 ７ 】 ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 の ロ ボ ッ ト お よ び ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 図 で あ る 。
【 図 　 ８ 】 ロ ボ ッ ト に 具 備 し た 生 体 情 報 取 得 手 段 を 説 明 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 画 像 取 得 手 段
１ １ 　 表 示 装 置
１ ２ 　 腕 機 構
２ ０ 　 在 宅 健 康 管 理 機 能 を 具 備 し た ロ ボ ッ ト 本 体
３ ０ 　 移 動 用 脚 機 構
４ ０ 　 記 録 ・ 再 生 手 段
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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4C117/XB18 4C117/XC23 4C117/XD04 4C117/XD09 4C117/XD17 4C117/XE13 4C117/XE14 4C117
/XE15 4C117/XE16 4C117/XE17 4C117/XE20 4C117/XE23 4C117/XE28 4C117/XE37 4C117/XE71 
4C117/XE76 4C117/XH15 4C117/XH18 4C117/XJ38 4C117/XJ46 4C117/XL01 4C117/XL03 4C117
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外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种具有将健康状况进行分析的功能作为智能功能之
一的家用机器人。 提供生物信息获取单元作为智能功能之一。 生物信息
获取装置包括脉搏波，脉搏，血压，皮肤温度，动脉血氧饱和度，体脂
百分比等，但是对于生命的指导，以性别，年龄，体重和身高为参数，
通过语音识别进行访谈。 可以推断出健康水平。 作为对生物信息进行计
算机分析的方法，例如，通过从指尖传感器输入的脉搏波的二阶微分而
获得的加速度脉搏波具有能够明确该变化的特征。 如果进行分析和模式
化，则计算机可以更轻松地推断出自主神经系统的优势，疲劳程度，压
力程度，对健康状况的掌握以及疾病状态等趋势。 此外，如果将动脉血
的氧饱和度测量为生物学信息之一，则在推断健康状况时精度会更高。 
[选型图]图1
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